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研究成果の概要（和文）：途上国における畜産物への需要・生産の拡大が続く一方で、畜産分野では先進国にお
いてすでに制圧されてしまった風土病的人獣共通感染症（Zoonosis）の広がりが大きな問題となっている。
研究の目的は、途上国のフィールド調査において家畜から採血などを行い、途上国ではほぼ把握されていない
NZDの感染拡大（有病率）の実態を把握することである。「知識」および「誘因」に着目した介入疫学調査をミ
ャンマー、マダガスカル、スリランカで実施し、エージェンシー理論を基にして、隠匿行動からもたらされる経
済外部性の緩和の効果を、対策に必要な「費用」と、期待される経済的「便益」を考察した。

研究成果の概要（英文）：While demand and production of livestock products continue to increase in 
developing countries, the spread of endemic zoonotic diseases (Neglected Zoonotic Diseases: NZD), 
which have already been conquered in developed countries, has become a major problem in the 
livestock sector.
The purpose of this research is to understand the actual situation of the spread (prevalence) of 
NZD, which is almost unknown in developing countries, by collecting blood samples from livestock 
during field surveys in developing countries. We conducted an epidemiological intervention study 
focusing on “knowledge” and “incentives”. Based on agency theory, we examined the effects of 
mitigating economic externalities resulting from concealed behavior, comparing the “costs” 
required for countermeasures, and the expected economic “benefits”.

研究分野：農業経済学、経済疫学

キーワード： ミャンマー　マダガスカル　スリランカ　経済疫学　牛結核　ブルセラ病

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　家畜の感染症拡大の背景には、社会に埋め込まれた人間（農家）行動があり、これが感染症拡大の一要因であ
ることが明らかとなった。これまでの途上国における家畜感染症対策は、感染症の知識提供やワクチン開発や接
種などに重点がおかれてきた。農家行動も考慮した感染症対策を進めることで、より効果的な対策が実施できる
可能性が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
（１）途上国における畜産物への需要・生産の拡大が続く一方で、畜産分野では先進国にお
いてすでに制圧されてしまった風土病的人獣共通感染症（Zoonosis）の広がりが大きな問題
となっている。Zoonosis は、動物から人、人から動物への伝播可能な感染症で、経済的にも
公衆衛生上も大きな影響を与える。途上国では熱帯地域・貧困層を中心に Zoonosis の影響
は深刻で、3大感染症（エイズ、マラリア、結核）と比べて、これまで十分な対策が取られ
てこられなかった特に 13 種類の Zoonosis を WHO は「顧みられない人獣共通感染症：
Neglected Zoonotic Diseases ：NZD」と指定し、対策の強化に乗り出している。 
 
（２）開発途上国における NZD 拡大の要因としては、1）限られた情報・知識などが合理
的行動を妨げる限定合理性、2）制度の未発達と貧困を背景にした、家畜の密売行為などの
隠匿行動などがあげられる。これらは、途上国の感染症対策には国・地域など社会に埋め込
まれた農家行動を考慮する必要性を示している。 
 
２．研究の目的 
研究の目的は、現地フィールド調査から家畜からの採血などを行い、途上国ではほぼ把握
されていない NZD の感染拡大（有病率）の実態を把握する。そして、「知識」および「誘
因」を核として地域介入疫学調査を実施し、エージェンシー理論を基にして、隠匿行動から
もたらされる外部性の緩和の効果を、対策に必要な「費用」と、期待される経済的「便益」
を考察する。 
 
３．研究の方法 
（１）ミャンマーはブルセラ病、マダガスカでは牛結核に焦点をあて経済疫学調査を実施し
た。ブルセラ病と牛結核はこれまで現地では顧みられてこなかった人獣共通感染症（NZD）
である。ミャンマーのブルセラ病では、2020 年と 2021 年に疫学調査を行い、農家からミル
クサンプルの採取を行い抗体検査からブルセラ病の感染実態を明らかにした。マダガスカ
ルでは 2021 年から 2022 年にかけて牛からの採血を行い、抗原検査による牛結核に関する
感染実態を把握した。 
 
（２）研究途中で、ミャンマーでは軍によるクーデターが起こり、フィールド調査が困難と
なった。また、世界で新型コロナ症が拡大し、途上国でのフィールド調査が大きく制約を受
けることとなった。このため、本研究の大きな特徴の一つである「感染症拡大の背景にある
農家行動」に着目し、スリランカの牛の口蹄疫、ジンバブエの牛タイレリア症にも着目し、
感染症がもたらす外部性緩和の可能性についても調査を進めた。 
 
４．研究成果 



（１）ミャンマーのブルセラ病について 
農家レベルのブルセラ病陽性率は 9.8％で、特に遊牧農家での陽性率が 14.8％と高かっ
た。こうした農家レベルの陽性率に与える要因として、流産した牛の胎盤を食べる農家や、
流産した牛の胎盤を素手で処理する農家ほど陽性率が高い傾向が示された。 
陽性率が高い遊牧農家では、ブルセラ病に関する知識水準は低かった。獣医師によるブル
セラ病に関する農家トレーニング（介入試験）を行った結果、トレーニングに参加した農家
で知識水準が増加し、ブルセラ病の発生も減少する傾向が確認された。 
 
（２）マダガスカルの牛結核について 
 2021 年から 2022 年にかけて 114 戸の農家の 155 頭の牛から血液を行った。分析（抗原
検査）の結果、牛群の陽性率は 41.2％、農家レベルの陽性率は 41.6％であった。これまで
の既存研究と比較しても、陽性率は高い傾向にあることが明らかになった。 
 農家レベルの陽性率に与える要因の一つとして、人工授精の利用が示された。すなわち、
人工授精を利用する農家ほど、牛結核の牛を持つ可能性が高いことが明らかとなった。聞き
取り調査の結果からは、人工授精で使用する器具の消毒が不十分で、治療に使う針の使い回
しなども牛結核拡大の要因である可能性が明らかとなった。 
 
（３）スリランカの口蹄疫 
2019 年にスリランカ東部州 Ampara 地区で口蹄疫に関する社会疫学調査を実施した。調
査農家数は 180 戸である。東部州は口蹄疫が毎年発生し、その影響が大きい地域である。
テキストマイニングの手法を用いて、口蹄疫の治療と予防に関する農家行動を分析した。
「Engine oil」や「Salt water」などの言葉が口蹄疫対策と強く関係していることが明らかに
なった。口蹄疫対策としてエンジンオイルや海水で牛体などを洗浄しており、対策として行
ってはいけない行動をしている農家がいることが明らかになった。こうした社会に埋め込
まれた農家行動を変えることで、口蹄疫対策が効果的に実施できる可能性が示された。 
 
（４）ジンバブエの牛タイレリア症 
 サブサハラアフリカでは、ダニ媒介性疾病（タイレリア症を含む）が牛の生産性を大きく
低下させている。ジンバブエでは、タイレリア症は 2018 年から 2022 年にかけて年々増加
し、この病気で死亡した牛は少なくとも 5 万頭に達している。こうした状況にあるジンバ
ブエで 2021 年 9 月から 2022 年 10 月までの間に回のフィールド調査を行った。タイレ
リア症の知識獲得におけるコミュニケーション手段の利用がどのように、牛の死亡頭数の
減少に影響を与えているか、操作変数法の手法から明らかにした。分析の結果、タイレリア
症の知識水準は農家の死亡家畜を減少させることが統計的に示された。獣医組織（プリンシ
パル）は農家（エージェント）と限られた接触機会しかなく、獣医師と農家には情報の非対
称性の問題が存在する。若い農家が畜産生産の現場で意欲的に活動できるような教育プロ



グラム開発の必要性などが明らかになった。 
 
（５）国際共同セミナーの開催 
 ミャンマー・マダガスカル・スリランカ・ジンバブエの４か国から得られた研究成果を総
括・共有する目的で、2024 年３月 5 日にスリランカ国農林水産省動物生産衛生局
（Department of Animal Production and Health）と共催の国際共同セミナー「Veterinary 
Epidemiology and Economics: Behavior behind Animal Health and Evidence」を実施した。
主にスリランカの獣医師を対象としたセミナーで、家畜のみに着目した治療だけでなく、家
畜を所有する農家の行動に着目することで効果的に疾病を制御でき、獣医師も経済学
（Animal Health Economics）を学ぶべきであることなどを、本研究の成果に基づき解説し
た。 
 
＊以下は国際共同セミナーの資料の一部である。 
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